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購買動機は内的要因が重要 

 

  

コロナ禍による消費低迷で、政府は様々な

経済対策を用意します。政府の対策にどのよ

うに対応するかは重要なことですが、余りに 

過敏に反応しすぎるのも疑問です。 

 

 京セラフィロソフィーで有名な稲盛和夫氏も

次のように言っています。 

 『京セラでは、原材料などの購買について、

毎月必要なものは毎月必要な分だけ購入す

るようにしている。場合によっては、毎月では

なくて、毎日必要な分だけを買うようにしてい

るケースもある。私はこれを「一升買い」と呼び、

資材購入の原則としてきた。たとえ、一斗樽で

まとめて買えば安くなりますよと言われても、

今必要な一升だけを買うようにしてきたのであ

る。 

（中略） 

使う分だけ当座買いするから、高く買ったよう

に見えるが、社員はあるものを大切に使うよう

になる。余分にないから、倉庫も要らない。倉

庫が要らないから、在庫管理も要らないし、在

庫金利もかからない。これらのコストを通算す

れば、その方がはるかに経済的である。   

セラミックのように腐らないものならまだしも、

腐るものを扱う場合には、気がついてみたら

使えなくなっていたということになりかねな

い。』（「稲盛和夫の実学」より） 

 

 モノを購入する時の思考パターンを考えて

みましょう。まず、自分がそのモノを必要として

いる状況があり、その必要性をベースに、モノ

の値段の妥当性を判断して、購入を決断する

というのが普通です。必要性は「内的要因」、

モノの値段は「外的要因」といってもいいかも

しれません。稲盛氏がここで言っているのは、モノを

購入するときに大切なのは外的要因ではなく、内的

要因だということです。自身の必要性を十分検討する

ことなく、モノの値段を主体にして購入を判断すること

は、正しい消費行動とはいえません。 

  

政府が行う経済対策でモノの値段が下がることが 

あっても、それに安易に乗るのは考え物だということ

です。モノを買うときのベースはあくまで自分自身に

おける必要性です。必要性が先にあり、その必要性と 

見比べた時、採算が合うかどうかという判断をして、 

モノを購入するというのが手順です。モノの値段が安

いから必要性を探すというのは正しい考え方ではあり

ません。確かに政府の対策でモノの値段が下がって

いれば、モノを購入しやすくなるということはあるでしょ

う。しかし、それはあくまで必要性があっての話です。

必要性の吟味をおろそかにしたまま、モノの値段だけ

で安易にモノを購入しない方がいいということです。 

 

 スーパーに行って、5％引きや 10％引きの値札があ

るので思わず買ってしまったが、家に帰ってみたら、

自分が欲しかったものではなかったという経験がある

人もいるかと思います。これは内的要因を軽視して 

外的要因に振り回された結果です。消費行動は外的

要因に左右されないことが大切です。 

 

 本年はコロナ禍もあり、外的要因が大きく変動しま

す。こうしたときこそ、モノを買うときには、外的要因に

踊らされることなく、必要性をしっかり吟味することが

必要だと思います。 
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